
































































































































































































・ ・ ・ ・ ・
をして、とにかく滅
茶苦茶に非難するようなそういう内容になるらしいです（後略、傍点は引用者による）」と。祖
父が屑鉄回収に従事していたらしいということが、それ自体真偽定かならぬという限定が付さ
れているが、仮に事実であってもそれを書くことは孫である彼への攻撃なのだという文脈で了
解されているのである。ちなみに彼の父方の祖父は大阪府八尾市で生を閉じたようなので、こ
こで言い及んでいるのは母方の祖父についてであろうか、あるいは混同があるのかもしれない。
「平成24年10月18日　大阪市長会見全文」http://www.city.osaka.lg.jp/seisakukikakushitsu/
page/0000182623.html。ちなみに筆者は録画をYouTubeで確認したが、質疑応答を見たところ、
ニコニコ動画による生放送配信がなされ（http://live.nicovideo.jp/watch/lv111753751）、それ
が録画転載されたもののようである。
４）筆者は未見なのだが、戦前に大阪市社会部は廃品回収業についても実態調査をしているよう
である。大阪市社会部労働課『屑物と拾ひ屋』社会部報告第181号、1934年１月。秋定嘉和・
玉井金五・中川清・深澤和子解説『日本近代都市社会調査資料集成　大阪市社会部調査報告書』
第35巻、近現代資料刊行会、所収。
５）養女として売られて料理店の下働きをしたと語る彼女とはかなり事情が異なるだろうが、筆
者は「からゆきさん」として南方に渡航した善道菊代を想起した。部落出身である善道菊代は、
最晩年に日本に帰国したのだが、自分の人生をふりかえって、不幸ではなかったと述懐したそ
うである。大場昇『からゆきさんおキクの生涯』明石書店、2001年。ちなみに善道は、今井
昌平のドキュメンタリー映画「からゆきさん」（1973年）への出演で知られる。
越境を叙述する文体（葊岡浄進）
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６）李海燕『戦後の「満州」と朝鮮人社会――越境・周縁・アイデンティティ』御茶の水書房、
2009年。
７）「妾」という字は、「めかけ」と読めば、ここで問題にされている「準配偶者」のこと、つま
り正妻ではない処遇で一個の男性との排他的性的関係を前提に扶養されている女性をさすが、
ややこしいことに、「わらわ」や「わたし」とルビを振る例があり、その場合には女性の一人
称として使われる。報告者はこの語の二重性を了解して用いているのだろうが、小文では、読
者の混乱を避けるために、必要に応じてかなに開いて記す。
８）本報告と検討対象の時期は異なるが、岡本真希子の所論を読むと、台湾在住日本人統治もま
た、台湾総督府が旧慣維持をともなう異法域体制を維持するにあたって考慮されたようである。
岡本「植民地統治初期台湾における内地人の政治・言論活動――六三法体制をめぐる相剋」『社
会科学』86（特集人種主義，植民地主義，多文化主義のポリティクス）、同志社大学人文科学
研究所、2010年。また、内外地行政一元化については、さしあたり、水野直樹「戦時期の植
民地支配と「内外地行政一元化」」『人文学報』79、京都大学人文科学研究所、1997年。
９）葊岡浄進「被差別部落の地名を言明すること――『週刊朝日』連載「ハシシタ」打ち切りを
めぐる政治」朝治武・畑中敏之・内田龍史共編『差別とアイデンティティ』阿吽社、2013年。
 （ひろおか　きよのぶ　大阪観光大学教員）
